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社
会
科
で
習
っ

た
Ｅ
Ｃ
（
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
共
同
体
）
は

Ｅ
Ｕ
と
な
り
物

流
、
国
境
の
制
限

が
取
り
払
わ
れ

た
。
通
貨
の
発
行

も
放
棄
し
た
国
が
多
い
。
国
家
、

国
民
の
利
益
よ
り
全
体
の
規
律

が
重
ん
じ
ら
れ
る
印
象
を
受
け

る
。
更
に
移
民
を
一
部
の
国
を

除
い
て
際
限
な
く
受
け
入
れ

た
。
治
安
が
悪
化
し
て
い
る
理

由
と
し
て
、
国
家
の
伝
統
、価
値

観
、
道
徳
が
破
壊
さ
れ
た
か
ら

だ
と
の
見
立
て
も
あ
る
▼
ア
メ

リ
カ
も
同
じ
よ
う
な
流
れ
に
あ

る
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
政
権
下

で
は
国
境
の
壁
が
撤
去
さ
れ
不

法
移
民
が
急
激
に
増
え
て
し
ま

っ
た
と
い
う
主
張
も
あ
る
。
カ

ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
９
５
０

ド
ル
以
下
の
万
引
き
は
軽
犯
罪

と
し
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
は
殆

ど
な
く
な
っ
た
。
ま
た
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
等
も
あ
りサ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

Ｓ
Ｆ
は
シ

ャ
ッ
タ
ー
街
と
化
し
治
安
は
悪

化
し
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
圧
勝
と
就
任
に
よ
り
、
こ

れ
ら
の
問
題
は
終
わ
り
を
迎
え

る
の
だ
ろ
う
か
▼
し
か
し
日
本

で
は
、そ
う
い
っ
た
問
題
が
報

道
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な

い
。
川
口
市
で
は
ク
ル
ド
人
が

少
女
に
性
的
暴
行
を
加
え
て
も

収
監
さ
れ
ず
再
犯
す
る
と
い
う

事
態
や
、犯
罪
・
迷
惑
行
為
等
の

問
題
は
改
善
さ
れ
ず
、
そ
れ
ど

こ
ろ
か
更
に
移
民
を
受
け
入
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
厚
労

省
は
海
外
か
ら
医
学
生
の
無
償

受
け
入
れ
を
企
て
て
い
る
。
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
、
新
し
い
資
本

主
義
等
の
言
葉
を
駆
使
す
る
の

み
で
な
く
、
移
民
に
よ
る
諸
問

題
へ
の
対
処
も
必
要
だ
ろ
う
。

政
府
は
移
民
や
留
学
生
の
み
な

ら
ず
、
国
民
の
可
処
分
所
得
が

し
っ
か
り
と
確
保
さ
れ
る
予
算

の
配
分
を
考
え
て
ほ
し
い
。（
Ｒ
）

園田栄太郎
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ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の

届
出
が
大
幅
に
簡
略
化

初
・
再
診
回
数
の
入
力
で
自
動
作
成

「
論
考
」
提
言
実
る

12.12国会行動

「
保
険
証
の
こ
せ
」
署
名

県
内
紹
介
議
員
１３
名
に

全
国
で
は
過
去
最
多
の
１
５
０
名
超
へ

１２
月
１２
日
、
協
会
は
緊
急
国
会
行
動
を
実
施
。
二
村
副
理
事
長
の
ほ
か
藤

田
理
事
・
小
柳
評
議
員
が
参
加
し
た
。
５
名
の
議
員
の
ほ
か
、
２
名
の
議
員

秘
書
と
懇
談
を
行
っ
た
。

　

こ
の
日
は
「
保
険
証
の
こ
せ
」
署
名
の
最
終
提
出
日
で
、
笠
浩
史
・
山
崎

誠
・
佐
々
木
奈
保
美
各
議
員
が
紹
介
議
員
を
受
諾
。
３
千
４
３
９
筆
の
署
名

を
提
出
し
た
。
協
会
が
取
り
付
け
た
紹
介
議
員
数
は
１３
名
に
上
り
、
全
国
の

紹
介
議
員
数
は
１
５
０
名
を
超
え
る
見
込
み
だ
。
※
○初
は
今
回
初
懇
談
。

宗野議員

深作議員

に
な
っ
て
い
る
の
か
。
従
来
の

保
険
証
と
並
行
す
れ
ば
い
い

話
」
と
批
判
。
党
と
し
て
も
引

き
続
き
健
康
保
険
証
復
活
を
訴

え
る
姿
勢
を
改
め
て
示
し
た
。

国
民
の
置
き
ざ
り
を

憂
慮　

周
知
不
十
分

は
不
安
を
煽
る

佐
々
木
奈
保
美
議
員

　

新
た
に
署
名
の
紹
介
議
員
と

な
っ
た
佐
々
木
議
員
（
衆
・
立

憲
）
は
、
従
来
型
の
保
険
証
に

つ
い
て
、
「
有
効
期
限
ま
で
は

使
え
る
」
と
い
う
正
し
い
情
報

が
き
ち
ん
と
周
知
さ
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
国
民
の
不
安
が
煽
ら

れ
て
い
る
現
状
を
憂
慮
。
ま
た
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い
方

が
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
配
慮
が
必
要
だ
と
し

た
。医

療
を
巡
る
諸
課
題

に
理
解○初

宗
野
創
議
員

　

宗
野
議
員
（
衆
・
立
憲
）
と

の
短
時
間
の
懇
談
で
、
協
会
か

ら
①
保
険
証
廃
止
、
②
長
期
収

載
品
の
選
定
療
養
化
、
③
オ
ン

ラ
イ
ン
請
求
の
猶
予
届
が
一
部

不
受
理
と
な
っ
て
い
る
こ
と
―

の
問
題
に
つ
い
て
端
的
に
説

明
。
宗
野
議
員
か
ら
は
「
資
料

を
も
と
に
勉
強
を
重
ね
て
い
き

た
い
」
と
し
た
。

低
薬
価
政
策「
医
薬
品

供
給
不
安
定
の
一
因
に
」

○初
西
岡
義
高
議
員

　

西
岡
議
員
（
衆
・
国
民
）
は
、

長
期
収
載
品
の
選
定
療
養
化
問

題
に
関
連
し
、「
行
き
過
ぎ
た

低
薬
価
政
策
が
、
医
薬
品
の
供

給
不
安
定
の
一
因
に
も
な
っ
て

い
る
」
と
問
題
視
。
党
と
し
て
、

首
相
及
び
財
務
省
に
対
し
薬
価

中
間
年
改
定
の
廃
止
を
求
め
て

い
る
と
し
た
（
１２
月
２０
日
に
中

間
年
改
定
廃
止
法
案
を
立
憲
と

共
同
提
出
）。
保
険
証
廃
止
に

つ
い
て
も
、「
少
し
急
ぎ
過
ぎ

て
い
る
印
象
」
と
し
た
。

保
険
証
発
行
停
止
は

困
る
こ
と
も

○初
深
作
ヘ
ス
ス
議
員

　

協
会
よ
り
、
深
作
議
員
（
衆
・

国
民
）
に
保
険
証
存
続
の
必
要

性
を
訴
え
た
と
こ
ろ
、
１２
月
２

日
以
降
に
保
険
証
を
紛
失
し
て

し
ま
う
と
新
規
発
行
さ
れ
な
い

た
め
、
事
実
上
マ
イ
ナ
保
険
証

に
一
本
化
さ
れ
る
こ
と
の
問
題

提
起
が
な
さ
れ
た
。
マ
イ
ナ
保

険
証
推
進
の
方
針
に
つ
い
て
は

「
国
民
や
医
療
現
場
の
現
状
を

鑑
み
て
進
め
て
い
く
べ
き
」
と

言
及
。
医
療
情
報
サ
イ
ト
で
の

勤
務
経
験
が
あ
る
こ
と
か
ら
医

療
問
題
へ
の
関
心
は
高
い
と

し
、
協
会
と
の
継
続
的
な
懇
談

を
快
諾
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
坂
井
学
議
員
秘

書（
衆
・
自
民
）
と
金
村
龍
那
議

員
秘
書（
衆
・
維
新
）
と
も
懇

談
。
坂
井
議
員
秘
書
か
ら
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
猶
予
届
出

が
一
部
不
受
理
と
な
っ
て
い
る

問
題
に
つ
い
て
、「
厚
労
省
に
柔

軟
な
運
用
と
す
る
よ
う
申
し
入

れ
し
た
い
」
と
の
発
言
が
あ
っ

た
。

◇

　

立
憲
民
主
党
は
１
月
２８
日
、

低
調
な
利
用
率
な
ど
を
理
由
に

従
来
の
健
康
保
険
証
の
発
行
を

復
活
さ
せ
る
た
め
の
法
案
を
国

会
に
提
出
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
は
１
月
１０
日
付

で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
届

出
様
式
を
簡
素
化
す
る
事
務
連

絡
を
発
出
し
た
。「
外
来
・
在

宅
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
Ⅰ
」

の
み
を
届
け
出
る
場
合
、
直
近

１
カ
月
間
の
初
診
・
再
診
料
の

算
定
回
数
だ
け
で
、
届
出
書
類

が
作
成
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

新
た
な
届
出
書
類
に
は
「
別

添
」
、「
計
画
書
」、「
届
出
書
」

の
３
シ
ー
ト
が
あ
る
が
、「
別

添
」
シ
ー
ト
を
入
力
す
る
だ
け

職
員
「
全
体
」
の
賃
金
改
善
見

込
み
額
を
設
定
す
る
。
対
象
職

員
個
々
の
賃
金
改
善
見
込
み
額

を
記
載
す
る
必
要
は
な
く
、
対

象
職
員
の
人
数
も
記
載
す
る
必

要
が
な
い
。

　

日
本
医
師
会
は
１
月
２２
日
の

定
例
記
者
会
見
で
、
長
島
常
任

理
事
が
こ
の
届
出
様
式
の
大
幅

緩
和
を
説
明
。
変
更
内
容
の
ほ

か
に
、
▽
パ
ー
ト
の
対
象
職
員

も
常
勤
換
算
し
た
上
で
対
象
に

含
め
る
、
▽
事
務
職
員
で
も
看

護
補
助
な
ど
の
患
者
サ
ポ
ー
ト

を
通
じ
て
医
療
に
従
事
す
る
業

務
を
行
う
も
の
は
対
象
職
員
に

含
め
る
、
▽
賃
金
規
定
を
見
直

し
、「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

手
当
と
し
支
給
す
る
こ
と
」
等

の
規
定
を
す
る
―
な
ど
、
細
部

へ
の
補
足
を
し
て
い
る
。
ま
た

令
和
６
年
度
補
正
予
算
で
、
無

床
診
療
所
１
施
設
あ
た
り
１８
万

円
の
給
付
金
（
生
産
性
向
上
・
職

場
環
境
整
備
等
事
業
）
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
触
れ
、
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
の
算
定
が
要
件

だ
と
説
き
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
の
２
月
中
の
届
出
を
呼
び

か
け
て
い
る（
参
考

：https://

w
w

w
m

ed.or.jp/nichiionline/

article/012050.htm
l

）。

　

当
協
会
医
療
政
策
研
究
室
は

１０
月
の
「
論
考
」
第
３
弾
で
、

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
全
国

の
届
出
状
況
の
悉
皆
調
査
を
行

い
、
診
療
所
の
届
出
が
２
割
台

と
低
い
こ
と
、
全
医
療
機
関
が

算
定
可
能
な
財
源
設
計
で
あ
る

こ
と
を
解
明
。届
出
促
進
へ
は
、

①
賃
金
改
善
率
２
・
５
％
が
必

須
で
な
い
旨
の
公
的
な
周
知
、

②
諸
手
当
改
善
で
の
工
夫
、
③

実
施
計
画
の
職
種
別
賃
金
記
載

を
全
職
員
合
算
賃
金
と
す
る
大

胆
な
簡
略
化
、
④
事
務
職
員
の

対
象
化
を
求
め
て
い
た
。

　

今
回
の
大
幅
な
簡
素
化
は
、

日
医
の
厚
労
省
と
の
継
続
的
な

交
渉
の
結
果
だ
と
長
島
常
任
理

事
は
触
れ
て
お
り
、
全
国
状
況

も
「
病
院
の
届
出
率
は
８
割
を

超
え
る
一
方
、
診
療
所
の
届
出

率
は
２
割
台
だ
と
聞
い
て
い

る
」
と
会
見
で
述
べ
て
い
る
。

　昨年12月19日、協会も加盟する「なくすな！保

険証神奈川県連絡会」はイセザキ・モールにおい

て宣伝行動を実施。同月2日に従来型保険証の新

規発行停止を迎えてから初の実施となった。協会

からは二村副理事長、藤田理事、鵜養監事、片岡・

小柳両評議員が参加した。

　リーフレット「12月2日以降の保険証のはなし」

を折り込んだポケットティッシュを750個配布し

たほか、署名36筆を集約した。宣伝準備時から署

名希望者が絶え間なく訪れ、すでにマイナ保険証

を作ったという人からも「国のやり方は強引すぎる」、「高齢者への配慮がない」といっ

た声が寄せられた。立ち止まって質問する通行人の姿も見られ、「今の保険証は有効期限

まで使えるので捨てないで」と訴えた。

12.19 イセザキ・モール宣伝行動12.19 イセザキ・モール宣伝行動

「保険証はまだ使えます」「保険証はまだ使えます」
使い続けて“復活”の気運使い続けて“復活”の気運 高めよう高めよう

署名台に集まる人々

山崎議員

西岡議員

利
用
率
の
低
空
飛
行

を
指
摘

山
崎
誠
議
員

　

山
崎
議
員
（
衆
・
立
憲
）
は

前
回
に
続
き
「
保
険
証
の
こ

せ
」
署
名
の
紹
介
議
員
を
受

諾
。
署
名
の
束
を
前
に
「
声
を

し
っ
か
り
届
け
た
い
」
と
し

た
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
推
し
進

め
る
政
策
に
つ
い
て
は
「
未
だ

に
利
用
率
が
低
迷
し
て
い
る
の

に
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
意
固
地

で
「
計
画
書
」、「
届
出
書
」
が

ほ
ぼ
自
動
的
に
完
成
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
１
カ
月
間
の

初
診
・
再
診
料
の
算
定
回
数
を

調
べ
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

の
算
定
金
額
を
確
認
。
基
本
給

等
に
連
動
し
て
引
き
上
が
る
法

定
福
利
費
（
概
算
額
１６
・
５
％
）

の
事
業
主
負
担
分
の
持
ち
出
し

が
少
な
く
な
る
よ
う
に
、
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
算
定
金
額

を
１
・
１
６
５
で
割
り
、
対
象

佐々木議員
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「
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
」
の
政
府
原
案
（
２

０
２
４
年
１２
月
）
は
福
島
原

発
事
故
へ
の
反
省
を
捨
て
去

り
、
原
発
の
危
険
性
を
黙
殺

す
る
姿
勢
へ
大
変
貌
し
た
。

原
子
力
発
電
の
「
依
存
度
を

低
減
」
す
る
方
針
か
ら
「
最

大
限
の
活
用
」
に
切
り
替
え

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

基
本
計
画
は
破
棄
し
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
重
点
を

置
い
た
新
た
な
基
本
計
画
を

策
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　

政
府
原
案
に
は
原
発
の
新

規
建
設
、
新
型
原
子
炉
の
開

発
、
火
力
発
電
の
技
術
発
展

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
し

か
し
、
福
島
原
発
事
故
の
反

省
か
ら
方
針
転
換
し
た
理
由

は
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な

い
。
国
民
の
意
見
を
無
視
し
、

権
力
者
の
意
図
に
よ
る
一
方

的
な
や
り
方
と
し
て
批
判
さ

れ
る
べ
き
だ
。

　

翻
っ
て
、
原
発
依
存
度
を

低
減
す
べ
き
理
由
は
少
な
く

な
い
。
原
発
事
故
に
伴
う
健

康
影
響
は
命
と
健
康
に
か
か

わ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正

当
な
評
価
が
な
さ
れ
て
い
な

い
。
２
０
４
０
年
度
の
原
発

発
電
コ
ス
ト
は
経
産
省
の
甘

い
見
積
も
り
で
も
、
太
陽
光

よ
り
高
額
と
な
る
。
放
射
性

廃
棄
物
や
福
島
第
一
原
発
廃

炉
は
今
な
お
解
決
の
道
筋
が

見
え
て
い
な
い
。
地
震
大
国

の
日
本
が
原
発
依
存
度
を
高

め
る
道
理
は
な
く
、
原
発
の

負
の
側
面
を
ひ
た
隠
し
し
て

推
進
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
と

体
制
へ
の
疑
念
は
払
し
ょ
く

さ
れ
ぬ
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の

他
、
原
発
で
培
わ
れ
た
原
子

力
関
連
技
術
は
軍
事
転
用
が

で
き
る
。
政
府
が
平
和
的
利

用
を
標
榜
し
て
も
〝
原
発
は

核
兵
器
と
セ
ッ
ト
〟
と
の
不

信
を
拭
い
き
れ
な
い
人
々
も

い
る
だ
ろ
う
。

　

現
在
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
電
力
比
率
は
２２
％
。

政
府
原
案
に
は
４０
年
度
に
４０

％
～
５０
％
と
す
る
目
標
が
掲

げ
ら
れ
た
。
し
か
し
ス
ペ
イ

ン
は
既
に
５０
％
に
達
し
た
こ

と
を
鑑
み
れ
ば
、
政
府
目
標

は
あ
ま
り
に
も
低
い
。
ス
ペ

イ
ン
は
気
象
情
報
の
一
元
管

理
化
を
通
し
て
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的
に
調

整
・
供
給
し
、〝
最
大
限
の
活

用
〟を
し
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
技
術

や
蓄
電
池
開
発
が
進
展
す
れ

ば
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
電
力
比
率
目
標
を
８０
～
１

０
０
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と

は
夢
物
語
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
比

率
の
目
標
引
き
上
げ
は
関
連

企
業
を
後
押
し
し
、
持
続
可

能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
へ
の

旗
印
と
な
る
。
危
険
な
原
子

力
発
電
に
頼
る
必
要
は
な

い
。
福
島
原
発
事
故
後
に
原

発
ゼ
ロ
に
な
っ
て
も
電
力
不

足
に
は
陥
ら
な
か
っ
た
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
は
化
石

燃
料
や
原
子
力
に
依
存
し
な

い
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
土

台
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
先

進
国
日
本
は
世
界
を
リ
ー
ド

す
べ
く
革
新
的
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
本
計
画
を
策
定
し
、
迫

る
国
際
会
議
に
臨
む
べ
き
で

あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の

政
府
原
案
は
再
考
を

原
発
「
最
大
限
活
用
」
に
疑
問

第
３１
期
第
２６
回
理
事
会
　
１２
月
１２
日
（
木
）

〈
役
員
３０
名
、出
席
２５
名
（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
５
名
）〉

　

マ
イ
ナ
保
険
証
問
題
は
、

国
民
の
関
心
が
高
く
、
保
険

証
存
続
の
請
願
署
名
は
１
７

７
万
５
千
筆
超
が
集
約
さ
れ

た
。
２
０
２
５
年
７
月
の
国

保
及
び
後
期
高
齢
者
保
険
証

の
有
効
期
限
が
切
れ
る
前
に

更
な
る
運
動
を
行
う
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
薬
剤
（
長
期

収
載
品
）
の
選
定
療
養
化
問

題
で
は
、
横
浜
市
薬
剤
師
会

と
協
同
し
て
、
会
員
医
療
機

【
議
長
報
告
】

　

昨
今
、
オ
ン
資
義
務
不
存

在
確
認
訴
訟
、
マ
イ
ナ
保
険

証
、
薬
剤
の
選
定
療
養
化
、

医
師
偏
在
化
に
関
す
る
地
域

別
診
療
報
酬
、
開
業
規
制
等

の
医
療
を
め
ぐ
る
重
要
問
題

が
山
積
し
て
い
る
。
オ
ン
資

義
務
不
存
在
確
認
訴
訟
は
、

東
京
地
裁
で
敗
訴
し
て
し
ま

っ
た
が
、
控
訴
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。

関
と
薬
局
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

　

医
師
偏
在
対
策
の
開
業
規

制
に
つ
い
て
医
師
側
か
ら

は
、
職
業
選
択
や
居
住
地
の

自
由
等
、
憲
法
違
反
の
制
限

で
あ
ろ
う
と
の
意
見
が
出

た
。
医
療
過
疎
地
の
問
題
は
、

医
療
の
問
題
だ
け
で
は
な
く

街
づ
く
り
の
問
題
で
も
あ

り
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
整
わ

な
い
地
域
に
は
、
そ
も
そ
も

人
々
が
集
ま
っ
て
は
来
な

い
。
医
療
も
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
一
つ
で
あ
る
の
で
、
総
合

的
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
意
見
が
出
た
。

（
議
長
・
鈴
木
○医
）

研
究
部
は
１２
月
２８
日
、
臨
床

懇
話
会
を
協
会
会
議
室
と
Ｗ
Ｅ

Ｂ
併
用
で
開
催
。
横
須
賀
市
立

う
わ
ま
ち
病
院
（
２
０
２
５
年

３
月
１
日
か
ら
横
須
賀
市
立
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
改
称
）・

副
管
理
者
・
小
児
医
療
セ
ン
タ

ー
長
の
宮
本
朋
幸
氏
が
講
演

し
、
６８
名
が
参
加
し
た
。事
後

抄
録
を
掲
載
す
る
。

　

小
児
科
は
感
染
症
と
の
戦
い

の
診
療
科
で
あ
っ
た
が
、
ワ
ク

チ
ン
や
治
療
法
の
発
達
に
よ
り

様
相
が
変
わ
っ
て
き
た
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
小
児
の
み
の
問

題
だ
と
思
わ
れ
て
き
た
感
染
症

が
成
人
に
も
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
た
。
今
回
は

大
人
へ
の
罹
患
が
問
題
に
な
る

小
児
感
染
症
と
し
て
、
講
演
を

行
っ
た
。

　

肺
炎
球
菌
は
市
中
肺
炎
の
起

炎
菌
と
し
て
約
３０
％
が
検
出
さ

れ
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
、
頻

度
が
高
い
感
染
症
で
あ
る
。
高

齢
者
の
死
亡
率
は
９
％
以
上
と

高
い
。
小
児
に
は
定
期
接
種
と

し
て
ワ
ク
チ
ン
が
接
種
さ
れ
、

小
児
で
の
侵
襲
性
肺
炎
球
菌
感

染
症
は
大
幅
に
減
少
し
た
が
、

小
児
の
保
菌
率
は
高
く
、
そ
れ

が
高
齢
者
に
感
染
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
高
齢
者
へ
の
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
が
推
奨
さ
れ
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
対
象
の
人

口
の
約
２０
％
し
か
接
種
し
て
い

な
い
こ
と
は
憂
慮
す
べ
き
で
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
奨
を
よ
り

強
く
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

百
日
咳
は
、
定
点
報
告
か
ら

全
数
報
告
に
変
更
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
実
は
成
人
で
の
感
染

も
多
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し

た
。
２
０
２
４
年
の
報
告
で
は

１０
歳
か
ら
１９
歳
ま
で
の
感
染
が

最
も
多
く
、
２０
歳
以
上
の
累
計

宮本氏

臨
床
懇
話
会

大
人
へ
の
罹
患
が
問
題
に
な
る

小
児
感
染
症

宮
本  

朋
幸
氏

事後抄録

「
不
受
理
」
医
療
機
関
は

一
旦
移
行
時
期
を
記
入
し
、
再
提
出
を

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
猶
予
届
出

　

当
協
会
会
員
も
多
く
影
響
を

受
け
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

の
猶
予
届
出
の
不
受
理
問
題

で
、
昨
年
１２
月
２６
日
、
保
団
連

は
厚
労
省
に
「
光
デ
ィ
ス
ク
等

で
の
請
求
継
続
の
た
め
、
猶
予

届
出
の
速
や
か
な
受
理
を
求
め

る
」
と
し
た
要
請
を
実
施
し
た
。

　

こ
の
問
題
は
、
光
デ
ィ
ス
ク

請
求
の
医
療
機
関
が
提
出
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
猶
予
届
出

に
つ
い
て
「
受
理
し
な
い
」
と

し
、
有
効
な
届
出
が
な
さ
れ
な

い
場
合
、
返
戻
も
あ
り
う
る
と

の
脅
し
め
い
た
連
絡
を
診
療
報

酬
支
払
基
金
が
医
療
機
関
に
し

て
い
る
と
い
う
も
の
。

　

要
請
の
場
に
は
、
厚
労
省
か

ら
保
険
局
医
療
介
護
連
携
政
策

課
係
長
の
北
條
俊
一
氏
ら
が
出

席
。
保
団
連
か
ら
は
井
上
美
佐

副
会
長
、
山
崎
利
彦
理
事
ら
役

員
４
名
と
事
務
局
が
参
加
し
、

当
協
会
か
ら
も
事
務
局
２
名
が

参
加
し
た
。

　

具
体
的
な
要
請
内
容
は
▽
光

デ
ィ
ス
ク
等
請
求
医
療
機
関
か

ら
の
猶
予
届
出
の
再
提
出
要
請

の
撤
回
、
▽
当
初
届
出
の
速
や

か
な
受
理
、
▽
受
理
し
た
旨
の

医
療
機
関
へ
の
通
知
。
あ
わ
せ

て
２４
年
２
月
に
懇
談
し
た
際
の

厚
労
省
担
当
者
の
発
言
（
オ
ン

ラ
イ
ン
請
求
が
導
入
で
き
な
い

事
情
と
移
行
計
画
を
記
載
し
提

出
す
れ
ば
、
受
け
付
け
な
い
と

い
う
こ
と
は
な
い
）
と
の
相
違

に
つ
い
て
も
質
し
た
。

　

厚
労
省
は
２
０
２
３
年
３
月

２３
日
の
医
療
保
険
部
会
で
示
さ

れ
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
割

合
を
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
に
近

づ
け
て
い
く
た
め
の
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
」
に
基
づ
き
、
医
療
機
関

に
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
へ
の
移
行

を
お
願
い
し
て
い
る
立
場
だ
と

届出用紙は
こちら

し
た
。
そ
の
上
で
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
へ
の
移
行
を
前
提
と
し
た

計
画
と
な
っ
て
い
な
い
も
の
、

単
に
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に
移
行

で
き
な
い
理
由
の
み
の
提
出
で

は
受
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
説
明
。
経
営
上
の
理
由
で
は
、

レ
セ
プ
ト
件
数
が
極
端
に
少
な

い
と
い
っ
た
理
由
で
あ
れ
ば
受

理
し
て
い
る
と
し
て
、
具
体
的

理
由
の
追
記
を
求
め
た
。
ま
た

体
制
整
備
の
予
定
時
期
の
欄
に

何
も
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
は

戻
し
て
い
る
（
不
受
理
）
と
し
、

導
入
を
目
指
し
て
い
る
時
期
を

書
い
て
ほ
し
い
、
２
０
２
５
年

９
月
末
を
選
択
す
れ
ば
基
本
的

に
は
受
理
し
て
い
る
―
と
し
た
。

　

さ
ら
に
猶
予
届
出
は
１
年
更

新
で
あ
り
、
改
め
て
理
由
・
移

行
予
定
時
期
等
を
記
載
し
提
出

す
れ
ば
更
新
は
可
能
。
今
回
出

し
て
い
る
届
出
を
も
っ
て
移
行

未
達
の
責
任
を
問
わ
れ
る
も
の

で
は
な
い
と
し
た
。

　

支
払
基
金
の
対
応
も
ま
ち
ま

ち
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

す
る
と
、
基
金
と
認
識
を
統
一

は
小
児
の
数
よ
り
多
い
。
ス
タ

ッ
カ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
典
型
的

な
発
作
性
の
咳
嗽
は
成
人
で
は

少
な
く
、
長
引
く
咳
の
み
が
主

症
状
と
い
う
例
が
多
い
。
成
人

の
長
引
く
咳
の
場
合
は
鑑
別
に

あ
げ
る
疾
患
で
あ
ろ
う
。

　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
は
、
乳
幼
児

に
重
篤
な
呼
吸
器
症
状
を
呈
す

る
が
、
近
年
、
成
人
に
も
重
篤

な
呼
吸
症
状
を
引
き
起
こ
す
こ

と
が
分
か
っ
て
き
た
。
小
児
は

２
歳
ま
で
に
１
０
０
％
感
染
す

る
と
い
わ
れ
、
感
染
力
も
強
い

た
め
家
庭
内
で
高
齢
者
に
感
染

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
死

亡
数
も
実
は
多
く
、
０
歳
か
ら

４
歳
ま
で
の
死
亡
数
が
３
４
０

人
の
統
計
で
、
６５
歳
以
上
の
死

【オンライン請求の猶予届出を再提出する際のポイント】
⑥に「ウ」と記載すると、⑧以降の記載が必要となりますので、
実態に即し、「未実施」などとご記載ください。

ウ

亡
数
が
９
千
８
０
０
人
と
い
う

報
告
が
あ
り
、
高
齢
者
の
死
亡

原
因
と
し
て
侮
れ
な
い
感
染
症

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
度
、
６０
歳
以
上
の
高
齢

者
と
妊
婦
に
対
す
る
Ｒ
Ｓ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が
認
可
さ
れ
て

お
り
、
予
防
効
果
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。
高
齢
者
は
感
染
予
防

と
重
症
化
予
防
の
た
め
、
接
種

を
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。

　

小
児
の
感
染
症
で
有
名
な
麻

疹
・
風
疹
は
ワ
ク
チ
ン
の
普
及

の
お
か
げ
で
著
明
に
減
少
し
、

２
０
２
４
年
１１
月
現
在
、
日
本

全
国
で
麻
疹
４３
人
、
風
疹
６
人

と
な
っ
て
お
り
、
小
児
科
医
で

も
ほ
と
ん
ど
経
験
す
る
こ
と
の

な
い
感
染
症
と
な
っ
て
い
る
。

〒
１
０
５
―
０
０
０
４
　

東
京
都
港
区
新
橋
２
丁
目
１
番
３
号

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
　

事
業
統
括
部
事
業
サ
ポ
ー
ト
課
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し
た
い
旨
の
返
答
が
あ
っ
た
。

　

厚
労
省
の
回
答
を
受
け
協
会

は
１２
月
２７
日
、
会
員
に
向
け
Ｆ

Ａ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス
を
送
付
。
猶
予

届
出
が
受
理
さ
れ
な
い
場
合
に

は
、
期
限
を
記
入
し
て
再
提
出

い
た
だ
く
よ
う
周
知
し
た
。

　

た
だ
１
月
に
入
り
、
厚
労
省

の
説
明
に
則
っ
た
記
載
で
あ
っ

て
も
支
払
基
金
か
ら
不
受
理
の

連
絡
を
受
け
た
と
い
う
ケ
ー
ス

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
導
入
で
き
て
い
な
い
理

由
を
「
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
対
応

職
員
の
配
置
・
育
成
に
時
間
・

費
用
を
要
す
る
た
め
」
と
し
、

期
限
を
「
２５
年
９
月
末
」
と
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
不
受
理
と

さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
個
別

対
応
で
厚
労
省
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、「
そ
の
ケ
ー
ス
は
受
理

さ
れ
る
べ
き
」
と
の
回
答
も
得

て
い
る
。
今
後
も
何
か
あ
れ
ば

協
会
に
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

　

再
提
出
方
法
は
「
医
療
機
関

等
向
け
総
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」
か
ら
か
、
郵
送
と
な
る
。

郵
送
の
場
合
は
支
払
基
金
と
国

保
連
合
会
へ
の
２
カ
所
に
提
出

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
ご
注
意

い
た
だ
き
た
い
。

届
出
書
郵
送
先



今次歯科診療報酬改定等に関する会員アンケート

9割弱が「再改定を求める」
歯科の厳しい現状が鮮明に

【実施概要】
昨年10月18日から約1カ月間、FAX（QRコード付）
送付及び保険医新聞（QRコード付）にて協力依頼
対象：FAX登録のある会員1,728名
回答数：163件
（FAX回答78件・WEB回答85件）・回答率9.4％）
回答者の属性について年齢は20代が0％、30代が9
％、40代が18％、50代が32％、60代が28％、70歳
以上が13％。開業年数は開業20年未満が47％、20
年以上が51％。主な施設基準届出状況では、医情
47％、医DX30％、外安全61％、外感染1が58％、
口管強23％、歯援診25％、歯技工32％、ベースア
ップ評価料26％が既届出となっている。また、個
人診療所が7割程度を占めており、医療法人は3割。
回答医療機関における雇用状況の多くが、歯科医
師1名・歯科衛生士0～2名・常勤助手1～3名・常
勤歯科技工士0名となっている。

　今次診療報酬改定は6回連続の実質マイナス改定
となっている。今回アンケート結果では、今次改定
の全体的な評価（図1）について「どちらかといえ
ば悪かった」、「悪かった」が7割を占めており、さ
らに9割弱が「再改定を求める」と回答（図2）して
いる。また、今回新設されたベースアップ評価料に
ついては6割の医療機関が評価しないと回答（図3）。
回答者の55％賃上げが必要と考える中、賃上げを診
療報酬で対応させようとする改定内容への不満の声
が多く寄せられている。今回のアンケートでは疲弊
した歯科医療機関の厳しい経営状況が改めて浮き彫
りになった。

ては、今後の診療報酬改善・不合理是正のための厚
労省要請等に活用させていただく予定。

今次改定に対する評価・自由意見（一部抜粋）

・ 補管を外した分が他の実用的な点数UPに繋がって
いないと感じる。初再診料はもっと上げるべきだ
った。
・ ベースアップは各医院が考えること。評価料とい
う項目はいらない。初再診料を上げてほしい。
・とにかく施設基準が複雑。名称も長々と呪文みた　　　
　い。もっと単純化してほしい。算定しやすくして　　
　ほしい。
・ 材料費が10～20％上がっているため保険点数も全
体的に10％以上あげてほしい。
・ 衛生士の給与は20年前より1.5倍以上アップして
いるのに、保険点数は横ばい。今回に限らず、全
体的に保険点数は物価に合わせ大幅なアップをす
べきだと思う。
・ 物価高の上昇に保険点数が追いついていない点。
家賃や電気代、水道代は容易に上げてくるが経費
上昇分を患者さんに請求している訳でもないので
…結果として医療従事者に負担がかかってしまっ
ている。医療業界は自己犠牲で成り立っていよう
な気もする。

収入「増えた」は2割にとどまる

　アンケートでは、2023年6～8月（今次改定前）と
2024年6～8月（改定後）の患者数・保険収入・自費
収入の変化についても聞いた。いずれも「変わらな
い」、「減った」が8割を占めており、「増えた」は2
割程度にとどまっている。患者数の変化については、
「増えた」が20％にとどまる一方で「変わらない」
が43％、「減った」が35％となった。保険収入の変
化については、「増えた」が20％、「変わらない」、「減
った」いずれも39％。自費収入の変化についても「増
えた」は18％にとどまり、「変わらない」、「減った」
はいずれも40％となっている。歯科医療機関の厳し
い経営状況が鮮明となる結果になった。なお、同質
問について口管強既届出医療機関（38件）に絞って
みると、「患者が増えた」26％、「保険収入が増えた」
29％となり、口管強以外の医療機関よりも患者・保
険収入が増えたとの回答が若干多くなっていること
がうかがえる。
　さらに今後の医院経営の見通しについて（図5）
は「対策を講じて維持」が5割強を占めている。また、
「見通しが立たない」、「閉院を考えている」を合わ
せると3割に及ぶ。その理由としては「物価高騰な
どによる経費増」、「年齢・体力的に厳しい」、「後継
者がいない」、「スタッフを確保できない」の順で多
くなっている。

　また、医院経営改善のために必要と考える国の制
度として必要な対策は、「診療報酬の引き上げ」が
多くなっている。医院として必要な対策は「経費節
減」、「自費診療を増やす」等が多くなっている。今
次改定はネットでマイナス0.12％で6回連続の実質
マイナス改定となっている。回答者の多くが診療報
酬の内容・点数ともに「再改定」を望んでいること
が浮き彫りになる結果となった。

に「本来の診療報酬改定の意義を発揮できるよう、
初再診料の引き上げや医療行為の評価を中心とした
再改定を求めますか」（図2）に対しては、9割弱が「求
める」と回答している。

　今次改定で、医療スタッフの賃上げ対応として新
設された歯科外来・在宅ベースアップ評価料につい
ては「評価しない」が6割弱を占めており、「評価す
る」は12％、「どちらともいえない」は29％となっ
ている（図3）。一方で、職員への賃上げ対応につい
ては54％が「賃金を引き上げ」と回答している。た
だし、「現状維持」は36％となっており、賃上げが
できない医療機関の状況が浮かび上がっている。ち
なみにベースアップ評価料の未届医療機関のうち
「賃金を引き上げ」と回答したのは46％、「現状維持」
は43％となっている。
　また、今次改定で院外歯科技工士の賃上げ対応と
して補綴関連点数が引き上がっている。これについ
ては38％が「評価する」と回答しているが、37％が
「どちらともいえない」と回答している。委託技工
料については「現状維持」が7割を占めている。ただ、
補綴関連点数の引き上げを「評価する」との回答の
うち、「委託技工料を引き上げる」との回答は38％
にとどまっており、委託技工料を引き上げるほどの
補綴関連点数引き上げに至っていなかったことがう
かがえる。回答者からは「（技工所からの）引き上
げ提案も、現状維持」、「技工所が値上げをしてきた」
等の意見が寄せられている。
　今次改定の大きな特徴として、「か強診から口管
強への再編・新設」、「FMC・前装MC・4/5冠・3/4冠
の補管外し」が挙げられる。口管強新設については
「評価する」が7％にとどまっており、「評価しない」
は36％、「どちらともいえない」は50％となっている。
口管強既届出医療機関に絞ると「評価しない」が53
％を占めていて、か強診から口管強への再編・新設
に伴い、研修要件の追加など施設基準に変更があっ
たことが影響していると思われる。また、銀合金お
よび金パラによる金属歯冠修復（単冠）の補管対象
外しについて（図4）は「評価する」、「評価しない」、
「どちらともいえない」で回答が分かれている。補
管対象外となったことにより、2年以内の再製作・
保険請求が可能となったこと、補管対象外とした財
源が歯冠修復物の点数に回らなかったことなどが影
響しているとみられる。

評価する
28%

評価しない
31%

評価しない
31%

どちらともいえない
39%
どちらともいえない
39%

無回答 2%

図４ 金属歯冠修復（単冠）が補管対象外と
　　 なったことについて

　また、今次改定で医院経営に対してプラスの影響
があると思う項目については、「初・再診料の引き
上げ」、「CAD/CAM冠・インレーの適用拡大」、「ブリ
ッジ支台歯の前装MCの適用拡大」等が多く挙げられ
ている一方で、45％が「プラスの影響はほとんどな
い」と回答。さらに、マイナスの影響が出ると思う
項目については「施設基準の複雑化」、「ブリッジ支
台歯の4番、5番の前装MCの形成料が引き下げ」、「補
管対象から金属冠（単冠）が外されたこと」が多く
挙げられている。特に「施設基準の複雑化」につい
ては、今次改定で新設されたベースアップ評価料が
念頭にあると思われる。
　なお、今次改定に対して寄せられた意見は下記の
通り。寄せられた意見や今回アンケート結果につい

歯科保険診療対策部は2024年6月の診療報酬改定等の影響を調査及び会員の声を集約するため、昨年10月にFAXアンケートを実施した。
回答数は163件（回答率9.4％）。

問題ない 15%

対策を講じて現状維持
54%

対策を講じて現状維持
54%

見通しが立たない
23%
見通しが立たない
23%

閉院を考えている
8%

無回答 0%
図５ 今後の経営の見通し

良かった 4%

どちらかといえば
良かった     25%
どちらかといえば
良かった     25%

どちらかといえば悪かった
45%
どちらかといえば悪かった
45%

悪かった
25%

無回答 1%
図１ 歯科診療報酬改定の全体的評価

評価する12%

評価しない
59%

どちらともいえない
29%
どちらともいえない
29%

無回答 0%
図３ ベースアップ評価料について

求めない 1%
わからない 10% 無回答1%

図２ 初再診料引き上げや医療行為の評価を
       中心とした再改定を求めるか

求める 88%

今次改定「良かった」はわずか4％

　2024年6月診療報酬改定の全体的評価（図1）につ
いての回答は、「良かった」4％、「どちらかといえ
ば良かった」25％、「どちらかといえば悪かった」
45％、「悪かった」25％であった。「どちらかといえ
ば悪かった」、「悪かった」を合わせると70％に上る。
回答者からは「複雑化してついていけない」、「臨床
に即していない」といった意見も寄せられており、
今次改定の複雑さが際立つ実情がうかがえる。さら
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１
月
１５
日
に
中
医
協
総
会

が
開
催
さ
れ
、
３
月
１
日
付

で
の
歯
科
用
貴
金
属
価
格
随

時
改
定
が
承
認
さ
れ
た
。
歯

科
鋳
造
用
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム

合
金
（
金
１２
％
以
上
Ｊ
Ｉ
Ｓ

適
合
品
）
に
つ
い
て
は
７
・

３
％
の
引
き
上
げ
で
、
具
体

的
に
は
３
千
１０
円
／
ｇ
か
ら

３
千
２
３
０
円
／
ｇ
（
３０
ｇ

換
算
９
万
３
０
０
円
か
ら
９

万
６
千
９
０
０
円
）
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

（
前
々
回
９
月
随
時
改
定
は

引
き
上
げ
、
前
回
１２
月
随
時

改
定
は
引
き
下
げ
）。
な
お
、

銀
合
金
・
歯
科
鋳
造
用
１４
カ

ラ
ッ
ト
金
合
金
等
も
引
き
上

が
る
（
別
表
）
。
今
回
の
随

時
改
定
に
つ
い
て
は
昨
年
１０

月
～
１２
月
の
素
材
価
格
を
参

だ
き
た
い
。な
お
、
今
回
随
時

改
定
に
伴
う
歯
冠
修
復
・
欠

損
補
綴
の
関
連
点
数
改
定
の

詳
細
は
今
後
掲
載
す
る
予
定
。

照
と
し
た
も
の
に
な
っ
て
い

る
。

　

告
示
価
格
変
更
内
容
に
つ

い
て
は
、
別
表
を
参
照
い
た

名称

2024年12月
（R6年）
随時改定

告示価格（円/ｇ）

2025年3月
（R7年）
随時改定

告示価格（円/ｇ）

歯科鋳造用14カラット金合金
インレー用（JIS適合品） 10,390 11,136

歯科鋳造用14カラット金合金 
鉤用（JIS適合品） 9,081 9,827

歯科用14カラット金合金
鉤用線（金58.33％以上） 9,176 9,922

歯科用14カラット合金用
金ろう（JIS適合品） 9,165 9,911

歯科鋳造用金銀パラジウム合金
（金12％以上JIS適合品） 3,010 3,230

歯科用金銀パラジウム合金ろう
（金15％以上JIS適合品） 4,543 4,785

歯科鋳造用銀合金第1種
（銀60％以上インジウム5％未満JIS適合品）

177 185

歯科鋳造用銀合金第2種
（銀60％以上インジウム5％以上JIS適合品）

202 210

歯科用銀ろう（JIS適合品） 244 249

〈別表〉2025年3月1日の随時改定で告示価格が変更される品目

保
険
診
療
に
お
け
る
基
本
的
な
歯
周
外
科

手
術
か
ら
再
生
療
法
、
歯
周
形
成
手
術
ま
で

田
村　

利
之
氏

歯
科
臨
床
研
究
会

歯
科
研
究
部
は
１１
月
７
日
、
歯

科
臨
床
研
究
会
「
保
険
診
療
に
お

け
る
基
本
的
な
歯
周
外
科
手
術
か

ら
再
生
療
法
、
歯
周
形
成
手
術
ま

で
」
を
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併

用
で
開
催
。
講
師
は
田
村
利
之
氏

（
神
奈
川
歯
科
大
学
附
属
横
浜
ク

リ
ニ
ッ
ク

特
任
教
授
）が
務
め
、

１
７
１
名
が
参
加
し
た
。
事
後
抄

録
を
掲
載
す
る
。

　

歯
周
外
科
手
術
は
、
目
的
に
よ

り
１
）
組
織
付
着
療
法
、
２
）
切

除
療
法
、
３
）
歯
周
組
織
再
生
療

法
、
４
）
歯
周
形
成
手
術
に
分
類

さ
れ
る
。
近
年
保
険
診
療
に
お
い

て
、
歯
周
外
科
手
術
時
の
歯
石
除

去
と
根
面
へ
の
バ
イ
オ
モ
デ
ィ
フ

ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
レ
ー
ザ
ー

が
応
用
さ
れ
、
ま
た
、
歯
周
組
織

再
生
療
法
と
し
て
は
、
Ｇ
Ｔ
Ｒ
法

に
加
え
塩
基
性
線
維
芽
細
胞
増
殖

因
子
の
応
用
（
リ
グ
ロ
ス
歯
科
用

液
キ
ッ
ト
）
が
平
成
２８
年
よ
り
保

険
適
用
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
令

和
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
お
い

て
は
、
歯
周
外
科
手
術
（
歯
肉
歯

槽
粘
膜
形
成
術
）
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直
さ
れ
、

根
面
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出
に
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す
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歯
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形
成
手

術
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し
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結
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織
移
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術
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新

設
さ
れ
た
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そ
こ
で
、
保
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診
療

に
適
応
さ
れ
る
歯
周
外
科
手
術
に

つ
い
て
ま
と
め
、
そ
れ
ぞ
れ
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い
て
解
説
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

前
述
１
）
―
４
）
の
手
術
に
つ
い

て
、
そ
の
適
応
症
や
注
意
事
項
に

関
し
て
、
日
本
歯
周
病
学
会
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
中
心
に
、
ア
メ
リ

カ
歯
周
病
学
会
コ
ン
セ
ン
サ
ス
レ

ポ
ー
ト
に
関
し
て
も
解
説
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
各
種
手
術

に
関
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
は
、
発
表

さ
れ
て
い
る
レ
ビ
ュ
ー
を
中
心
に

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
し

て
、

１
）
骨
縁
下
欠
損
に
対
し
Ｆ
Ｇ
Ｆ

―
２
を
用
い
た
歯
周
組
織
再
生

療
法
は
有
効
で
あ
る
。

２
）
フ
ラ
ッ
プ
手
術
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
時

の
残
存
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
に
対
す

るE
r ; Y

A
G

レ
ー
ザ
ー
の
応

用
は
、
従
来
の
機
械
的
手
段
と

比
較
し
て
効
果
的
で
あ
る
。

３
）
再
生
療
法
時
の
根
面
の
バ
イ

オ
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
、
必
ず
し
も
す
ぐ
れ
た
臨
床

的
ア
ウ
ト
カ
ム
を
有
さ
な
い
。

４
）
歯
肉
退
縮
に
対
す
る
根
面
被

覆
手
術
は
、
歯
肉
弁
歯
冠
側
移

動
術
＋
結
合
組
織
移
植
術
が
ゴ

ー
ル
ド
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
。

５
）
根
面
被
覆
手
術
に
際
し
て
、

最
大
根
面
被
覆
の
予
測
が
重
要

で
あ
り
、
歯
間
部
歯
周
組
織
の

喪
失
状
態
、
非
う
蝕
性
歯
頚
部

病
変
の
存
在
な
ど
が
予
後
に
影

響
を
及
ぼ
す
。

と
い
う
こ
と
を
お
話
し
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

　

今
回
、
歯
周
外
科
手
術
全
般
に

関
し
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
限
ら
れ
た
時
間
で
、

駆
け
足
で
の
解
説
と
な
っ
て
し
ま

い
反
省
し
て
い
ま
す
。
受
講
者
の

方
に
は
わ
か
り
づ
ら
か
っ
た
点
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
ご
容
赦
い

た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

事後抄録

田村氏

　歯科保険診療対策部は12月13日、2024年6月の診療報酬改定でかか

りつけ歯科医機能強化型歯科診療所（か強診）から移行した口腔管理

体制強化加算（口管強）の届出に必要な施設基準等を解説する歯科保

険診療セミナーを協会会議室、WEB併用で開催。講師は同部員の中島

博樹氏が務め、86医療機関92名が参加した。

　口管強は患者の口腔内を長期・継続的に管理する医療機関を評価す

る点数。届出により、歯周病安定期治療（SPT）やフッ化物歯面塗布処

置（F局）などの算定可能回数が未届出医療機関よりも増え、根面う蝕

管理料（根C管）やエナメル質初期う蝕管理料（Ce管）などへの加算点数が算定できるな

どの特例がある。中島氏は届出に必要な機材や治療実績などを説き、旧か強診の届出済

医療機関は口管強も届出済とみなす経過措置が5月末までのため、6月以降の算定には新

たな基準を満たした上で

の再届出が必要とした。

中島氏

当日の様子

　研究部は11月30日、第27回循環器セミナーを協会会議

室とWEB併用で開催。今回は、メインテーマを「むくみ（浮

腫）をどう診るか」とし、各演題の司会を青野豪氏が務め、

医師、歯科医師、看護師など146名が参加した。講演1は「む

くみの診方」をテーマに森壽生氏が講演。続いて講演2は

「こわい深部静脈血栓症」について桑島政臣氏、講演3は

「薬剤の副作用としての浮腫」について山本晴章氏、講演

4は「浮腫の鑑別診断」について陳勁一氏、講演5は「心不全と下腿浮腫」について湯浅

章平氏が講演した。

　各講演ともに、診療の実体験や症例報告等を交えるなど、長年の実臨床経験に根差し

て解説。総合討論では、総合司会の山本典子氏を中心として、本講演に寄せられた参加

者からの質問に回答し、本研究会におけるむくみ（浮腫）の治療について総括した。

循環器セミナー循環器セミナー

むくみ（浮腫）をどう診るかむくみ（浮腫）をどう診るか

歯科保険診療セミナー歯科保険診療セミナー

「口管強」届出を考える先生へ「口管強」届出を考える先生へ

神奈川糖尿病ネットワーク研究会　「時間栄養学」神奈川糖尿病ネットワーク研究会　「時間栄養学」

“攻めの間食”・“8時間ダイエット”“攻めの間食”・“8時間ダイエット”

　研究部は12月11日に第55回神奈川糖尿病ネットワーク研究会をWEB

開催。「肥満・糖尿病の栄養管理における時間栄養学の活用」をテー

マに、広島大学大学院医系科学研究科准教授の田原優氏が講演し、

116名が参加した。セブンイレブンで販売する「Cycle.me」の開発に

も携わる田原氏より、「時間栄養学」の概要と日々の生活習慣・血糖

コントロールに示唆を与える最新研究等を解説。「時間栄養学」とは、

今までの栄養学になかった“いつ”食べるか？を考える学問であると

いい、「体内時計」の特徴（時間の長さや朝型・夜型か）は人それぞ

れ異なることから、「クロノタイプ診断」を通じて、自分に合った適切な食事や生活リズ

ムを把握することが重要だとした。また、血糖値上昇を抑えるための計画的な「間食」

のすすめや、1日の食事を8時間以内に摂取する「8時間ダイエット」を紹介した。

　※ 日々の食習慣改善に役立つ情報満載の講演の全貌はアーカイブ配信をご

視聴いただきたい（右記QRコード）。

田原氏

なくすな保険証！連絡会　法的視点から発信をなくすな保険証！連絡会　法的視点から発信を

県弁護士会と懇談県弁護士会と懇談

当日の様子

　協会も加盟する「なくすな保険証！神奈川県連絡会」

は11月25日、神奈川県弁護士会館にて県弁護士会・情報

問題対策委員会と懇談を行った。弁護士会からは、須須

木担当副会長、松田委員長、森田委員が、連絡会からは

神奈川労連、年金者組合、当協会事務局2名が参加。懇談は、

弁護士会との共同の取り組みや法的視点での発信を求め

連絡会から申し入れをしていたもの。

　懇談では、全国で進む協会と地元弁護士会との連携や、都道府県弁護士会からの声明発出

の動きなどを共有。12月2日が目前に迫る中、法的視点から保険証廃止の問題点を突く発信

等を連絡会から要請した。弁護士会からは、「会内で様々な意見があり、丁寧な合意形成が必

要」との事情が話され、今後については規模を広げての懇談や学習会開催の提案がされた。

3月随時改定3月随時改定

鋳造用金パラ220円の引き上げ鋳造用金パラ220円の引き上げ
3,010円/g→3,230円/gに3,010円/g→3,230円/gに
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横
浜
市
戸
塚
区
　
佐
藤　

導
直

ひ
ろ
が
る
笑
顔

ひ
ろ
が
る
笑
顔

茅
ヶ
崎
市
　
平
田

　
澧
子

参加記

参加記

　

久
し
ぶ
り
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
同

好
会
の
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
保
険
医
協
会

か
ら
は
２
チ
ー
ム
エ
ン
ト
リ
ー

し
ま
し
た
。
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

の
距
離
２１
・
９
７
５
㎞
を
４
人

チ
ー
ム
で
走
る
に
は
、
計
８
人

必
要
で
す
。
本
当
は
さ
ら
に
補

欠
と
監
督
の
登
録
が
必
要
で

す
。
し
か
し
今
回
直
前
ま
で
声

を
か
け
て
も
当
日
に
集
ま
っ
た

の
は
７
人
。
会
場
で
だ
れ
か
知

り
合
い
を
見
つ
け
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
、
さ
も
な
け
れ
ば
、

誰
が
２
区
間
走
る
か
と
い
っ
た

な
ん
と
も
ギ
リ
ギ
リ
な
状
態
。

　

酷
暑
の
夏
、
そ
し
て
残
暑
に

閉
口
し
涼
風
の
待
た
れ
た
十
月

半
ば
、
「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

作
成
体
験
教
室
」
の
記
事
を
み

て
、
参
加
申
し
込
み
を
し
ま
し

た
。

　

直
径
１０
セ
ン
チ
ほ
ど
の
リ
ー

ス
ベ
ー
ス
に
、
緑
の
檜
葉
を
ボ

ン
ド
に
付
け
、
時
計
周
り
に
差

し
込
ん
で
い
く
。
す
る
と
放
射

状
の
き
れ
い
な
グ
リ
ー
ン
ベ
ー

ス
が
出
来
た
。

　

次
は
、
木
の
実
を
つ
け
て
い

く
の
だ
が
、
星
形
の
ス
タ
ー
ア

ニ
ス
・
今
に
も
鐘
の
音
が
聞
こ

え
て
き
そ
う
な
ユ
ー
カ
リ
の

実
・
金
色
や
銀
色
に
彩
ら
れ
た

贈
り
物
に
促
さ
れ
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
居
場
所
に
つ
け
て
お

く
。
「
最
後
に
つ
け
る
赤
い
実

は
、
千
両
な
の
か
し
ら
」
と
話

は
弾
む
。
日
頃
の
仕
事
を
離
れ

て
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
、
作
り

あ
げ
て
い
く
楽
し
い
時
を
共
に

過
ご
し
た
、
二
時
間
は
早
か
っ

た
。

　

混
雑
し
た
電
車
の
中
で
壊
れ

ぬ
よ
う
に
、
と
持
ち
帰
っ
た

〝
木
の
実
〟
た
ち
。
「
さ
あ
出
番

で
す
よ
」
と
飾
っ
た
待
合
室
に
、

笑
顔
が
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。

松
ボ
ッ
ク
リ
・
天
使
の
羽
の
形
、

角
笛
の
形
…
と
、
自
然
か
ら
の

更
に
は
受
付
時
間
の
確
認
を
怠

り
、
１０
時
１０
分
ま
で
の
受
付
時

間
な
の
に
、
我
々
は
１０
時
３０
分

に
駅
に
集
合
し
て
い
ま
し
た
。

　

受
付
の
件
は
前
夜
に
木
村
会

長
が
気
付
き
、
一
人
先
に
行
っ

て
受
付
を
済
ま
せ
て
く
れ
て
、

ク
リ
ア
。

　

欠
員
は
新
井
先
生
が
知
り
合

い
を
見
つ
け
、
チ
ー
ム
の
補
欠

と
し
て
来
て
い
る
人
を
ス
カ
ウ

ト
、
一
区
を
お
願
い
す
る
こ
と

が
で
き
て
ク
リ
ア
。
自
分
を
含

め
練
習
不
足
の
人
や
、
７０
代
後

半
に
な
っ
て
久
し
ぶ
り
の
参
加

の
先
生
も
お
り
、〝
怪
我
せ
ず

完
走
を
目
指
そ
う
〟
と
誓
っ
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

な
ん
と
も
な
状
態
で
の
参
加

で
し
た
が
、
２
チ
ー
ム
と
も
に

完
走
。
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

楽
し
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

世
の
中
、
何
と
か
な
る
も
ん
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。
溝
ノ
口
の

九
州
料
理
の
お
店
で
お
い
し
い

お
酒
も
飲
ん
で
帰
り
ま
し
た
。

　

自
分
は
久
し
ぶ
り
の
参
加
で

し
た
が
、
参
加
者
は
２０
数
年
前

に
熱
心
に
や
っ
て
い
た
当
時
の

先
生
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
懐

か
し
い
仲
間
と
の
楽
し
い
時
間

で
し
た
が
、
新
し
い
参
加
者
が

少
な
い
の
が
心
配
に
な
り
ま
し

た
。
若
い
会
員
に
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
、
も

う
自
分
た
ち
は
口
ば
っ
か
り
会

員
、
あ
る
い
は
宴
会
会
員
に
な

っ
て
も
よ
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
同
好
会
へ
の

新
規
会
員
勧
誘
、
何
か
工
夫
し

ま
し
ょ
う
。

☆
ラ
ン
ニ
ン
グ
同
好
会
に
ご
興

味
の
あ
る
先
生
は
、
ぜ
ひ
ご

連
絡
く
だ
さ
い（
担
当
・
小
野

℡

０
４
５
‐
３
１
３
‐
２
１

１
１
）
。

個性豊かなリースを作成

ラ
ン
ニ
ン
グ
同
好
会

川
崎
国
際
駅
伝
に
参
加

川
崎
国
際
駅
伝
に
参
加

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
ろ
う
！

Ｊ
Ｏ
Ｙ
会

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
同
好
会
は
１２
月

８
日
、
川
崎
国
際
駅
伝
に
８
名
、

２
チ
ー
ム
で
参
加
し
た
。
天
気

は
快
晴
で
気
温
は
低
く
、
絶
好

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
日
和
と
な
っ

た
。
結
果
は
６７
チ
ー
ム
中
６４
位

と
６７
位
で
両
チ
ー
ム
完
走
。
そ

　

Ｊ
Ｏ
Ｙ
会
は
１２
月
１２
日
、
協

会
会
議
室
に
て
ク
リ
ス
マ
ス
リ

ー
ス
作
成
体
験
教
室
を
開
催
。

講
師
に
は
歯
科
技
工
所O

rtho 

Labo

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
所
長

の
鈴
木
優
美
氏
を
迎
え
、
７
名

が
参
加
。
全
て
ド
ラ
イ
素
材
を

用
い
た
リ
ー
ス
を
作
成
し
た
。

　

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
小
ぶ
り

な
土
台
に
、
木
の
実
や
葉
を
接

着
す
る
方
法
で
作
成
。
２
時
間

を
予
定
し
て
い
た
が
参
加
者
皆

が
集
中
し
て
打
ち
込
み
、
７０
分

ほ
ど
で
全
員
が
完
成
。
同
じ
素

材
を
使
用
し
て
も
ボ
リ
ュ
ー
ム

を
出
す
部
分
や
木
の
実
の
配
置

が
違
う
と
ガ
ラ
ッ
と
顔
色
を
変

え
る
リ
ー
ス
を
見
せ
合
い
、
互

い
に
感
想
を
述
べ
合
っ
た
。
残

っ
た
時
間
で
講
師
に
木
の
実
の

名
前
を
尋
ね
た
り
、
各
々
交
流

を
し
た
り
と
和
気
藹
々
と
し
た

会
と
な
っ
た
。

の
後
メ
ン
バ
ー
で
懇
親
会
を
し

て
お
互
い
の
力
走
を
た
た
え
あ

っ
た
。

　

こ
の
度
、
当
日
参
加
し
た
佐

藤
先
生
よ
り
参
加
記
を
い
た
だ

い
た
の
で
掲
載
す
る
。

　

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
グ
ラ
ン
メ

ゾ
ン
東
京
』
で
描
か
れ
た
日
本

で
の
〝
三
つ
星
〟
獲
得
か
ら
時

が
経
ち
、
次
は
フ
ラ
ン
ス
料
理

の
本
場
、
パ
リ
で
の
三
つ
星
獲

得
へ
の
挑
戦
の
物
語
と
な
る
。

尾
花
夏
樹
（
木
村
拓
哉
）
と
早

見
倫
子
（
鈴
木
京
香
）
は
新
店

舗
「
グ
ラ
ン
メ
ゾ
ン
・
パ
リ
」

を
立
ち
上
げ
る
。
パ
リ
で
二
人

は
シ
ェ
フ
と
し
て
、
料
理
に
取

り
掛
か
る
前
の
食
材
集
め
で
つ

ま
ず
く
。
キ
ャ
ビ
ア
の
老
舗
で

は
、
売
り
物
の
割
り
振
り
店
は

も
う
決
ま
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

る
。
肉
も
「
自
分
の
店
に
割
り

振
ら
れ
た
ミ
ー
ト
は
こ
れ
だ
」

と
、
シ
ョ
ッ
プ
の
ガ
ラ
ス
越
し

に
見
え
る
特
上
品
と
の
違
い

に
、
シ
ェ
フ
尾
花
は
悔
し
さ
を

に
じ
ま
せ
る
。
野
菜
で
さ
え
も
、

同
じ
マ
ル
シ
ェ
で
す
れ
違
う
地

元
の
他
店
の
も
の
と
明
ら
か
に

レ
ベ
ル
が
違
う
。「
フ
ラ
ン
ス

と
き
の
眼
線
を
限
り
な
く
本
物

に
し
て
い
る
。

　

シ
ェ
フ
小
林
の
関
与
は
ス
ト

ー
リ
ー
の
み
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
映
画
の
中
の
厨
房
で
出
来

上
が
り
、
並
べ
ら
れ
た
料
理
の

撮
り
方
は
本
当
に
見
事
で
美
し

い
。
こ
の
料
理
の
撮
影
に
も
シ

ェ
フ
小
林
の
関
与
が
あ
り
、
並

べ
ら
れ
た
料
理
が
ま
る
で
絵
画

の
よ
う
に
映
る
（
写
真
で
食
べ

物
等
を
撮
る
こ
と
を
、
物ぶ

つ

ど撮
り

と
い
う
ら
し
い
）。
こ
れ
ら
俳

優
の
動
き
や
料
理
の
美
し
さ

は
、
こ
の
映
画
を
ま
と
め
上
げ

た
、
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

塚
原
あ
ゆ
子
監
督
の
効
果
的
な

演
出
に
よ
り
成
し
得
た
も
の
と

納
得
し
て
し
ま
う
。
一
皿
に
盛

ら
れ
る
料
理
、「
グ
ラ
ン
メ
ゾ

ン
・
パ
リ
」
の
ギ
ャ
ル
ソ
ン
、

そ
し
て
シ
ェ
フ
の
熱
気
は
撮
影

画
面
よ
り
噴
き
出
し
て
い
る
―

と
最
後
に
付
け
加
え
た
い
。

人
が
東
京
築
地
で
マ
グ
ロ
を
買

っ
た
ら
同
じ
ツ
ナ
が
回
っ
て
く

る
の
か
？
」
と
の
フ
ラ
ン
ス
人

の
言
葉
に
、
尾
花
と
早
見
の
厨

房
で
の
作
業
に
殺
気
が
漂
う
。

　

こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
グ
ラ
ン
メ
ゾ

ン
東
京
』
で
の
５
年
も
か
け
た

積
み
重
ね
が
ス
ト
ー
リ
ー
に
厚

み
を
持
た
せ
て
い
る
。
ま
た「
グ

ラ
ン
メ
ゾ
ン
・
パ
リ
」
で
ギ
ャ

ル
ソ
ン
を
担
当
す
る
京
野
陸
太

郎
（
沢
村
一
樹
）
の
店
内
で
の

接
客
は
勿
論
だ
が
、
厨
房
と
フ

ロ
ア
を
行
き
来
し
、
シ
ェ
フ
達

と
や
り
と
り
を
す
る
姿
は
緊
張

感
に
満
ち
て
い
る
。
さ
ら
に
調

理
の
シ
ー
ン
は
、
三
つ
星
を
フ

ラ
ン
ス
で
獲
り
続
け
て
い
る
小

林
圭
シ
ェ
フ
が
監
修
を
行
っ
て

い
る
。
都
内
に
あ
る
小
林
シ
ェ

フ
の
店
の
厨
房
で
の
勉
強
会

は
、
木
村
拓
哉
と
鈴
木
京
香
の

厨
房
で
の
動
き
や
料
理
を
作
る

シ ネ マ 考

「グランメゾン・パリ」

全国東宝系にて公開中
©2024映画『グランメゾン・パリ』製作委員会

多数の作品を批評多数の作品を批評

目が肥える写真教室目が肥える写真教室

GRAND MAISON PARIS
―包丁と鍋で作られ、皿に盛られた数々の料理―

鎌倉市 濱名　哲郎

　

文
化
部
は
１２
月
７
日
、
協
会
会
議
室
に
て
写
真
教
室
を
開
催
し
た
。
会
員
な
ど
参
加
者
７
名
は
、
旅
先
や
日
常
で
撮
影
し
た
作

品
約
７０
点
を
持
ち
寄
っ
た
。
講
師
の
榊
原
俊
寿
氏
（
二
科
会
写
真
部
）
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
へ
レ
イ
ア
ウ
ト
の
コ
ツ
な
ど
を
解
説

し
つ
つ
、
協
会
会
議
室
へ
の
展
示
作
品
な
ど
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
右
写
真
は
展
示
作
品
の
一
部
。

記念撮影

若
手
メ
ン
バ
ー
の

新
た
な
参
加
に
期
待
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2月14日(金)午後7時30分～ 2月12日(水)

地

域

医

療

学

習

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
若
年
者
の
市
販
薬
、

お
よ
び
カ
フ
ェ
イ
ン

乱
用
の
理
解
と
対
応
」

講
　
師
　
国
立
研
究
開
発
法
人

国
立
精
神
・
神
経
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
精
神
保
健
研
究
所

薬
物
依
存
研
究
部

　
　
　
　
部
長

松
本　

俊
彦
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
５０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
１７（
急
性
中
毒
）」１
・
０
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

お
申
込
み
　
地
域
医
療
対
策
部

県

央

支

部

研

究

会

と
　
き
　
２
月
１２
日
（
水
）
午
後
７
時
３０
分
～

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

テ
ー
マ
　「
保
険
証
新
規
発
行
停
止
後

―
マ
イ
ナ
保
険
証
を
め
ぐ
る

最
新
の
情
勢
―
」

講
　
師
　
神
奈
川
県
保
険
医
協
会

　
　
　
　
事
務
局
次
長

知
念　

哲
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は

　
　
　
　
協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
県
央
支
部

2月26日(水)午後7時30分～ 2月16日(日)午前9時30分～

第
６３１

回

月

例

研

究

会

　

今
回
は
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
長
の
秋
下
雅

弘
先
生
を
お
招
き
し
、
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
対
策
の
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
発
表
さ
れ
た「
日
本
版
抗
コ
リ
ン
薬
リ
ス
ク
ス
ケ
ー
ル
」

に
つ
い
て
も
詳
し
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
対
策

ア
ッ
プ
デ
ー
ト

―
日
本
版
抗
コ
リ
ン
薬
リ
ス
ク

ス
ケ
ー
ル
を
中
心
に
―
」

講
　
師
　
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
長

秋
下　

雅
弘
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
７３（
慢
性
疾
患
・
複
合
疾
患

の
管
理
）」１
・
５
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

お
申
込
み
　
研
究
部

歯
科
・
新
規
指
定
医
講
習
会

　

開
業
し
た
先
生
は
開
業
１
年
後
、
厚
生
局
が
実
施
す
る

行
政
指
導
「
新
規
個
別
指
導
」
を
必
ず
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
対
象
カ
ル
テ
は
１０
件
、
そ
の
他
技
工
指
示
書

な
ど
多
く
の
関
係
文
書
等
も
持
参
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
指
導
結
果
は
「
概
ね
妥
当
」
、「
経
過
観
察
」、「
再
指

導
」
で
、「
再
指
導
」
に
な
る
と
新
規
個
別
指
導
を
受
け

て
か
ら
約
１
年
後
に
通
常
「
個
別
指
導
」
に
移
行
し
、
対

象
カ
ル
テ
は
３０
件
に
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
再
指
導
に
な

ら
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
再
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

テ
ー
マ
　「
歯
科
新
規
個
別
指
導
の

対
策
講
習
会
」

講
　
師
　
歯
科
保
険
診
療
対
策
部

講
師
団

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

※
こ
れ
か
ら
新
規
個
別
指
導
を
迎
え
る
方
を
対
象
と
し
た

講
習
会
と
な
り
ま
す
。

※
当
日
、書
籍『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
２
０
２
４
年
６
月

版
』を
ご
持
参
く
だ
さ
い（
会
員
に
送
付
し
て
お
り
ま
す
）。

お
申
込
み
　
歯
科
保
険
診
療
対
策
部

会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

2月11日(火・祝)午後1時～
医
師
及
び
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の

第
４１
回
糖
尿
病
セ
ミ
ナ
ー

と
こ
ろ  

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

メ
イ
ン
テ
ー
マ
　「
糖
尿
病
治
療
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」

講
　
演

①
テ
ー
マ
　「
経
口
血
糖
降
下
薬

Ｕ
Ｐ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｅ

―A
d
d
itional B

enefits

を
見
据
え
て
―
」

　
講
　
師
　
北
里
大
学
医
学
部

糖
尿
病
・
内
分
泌
代
謝
内
科
学

　
　
　
　
　
主
任
教
授

宮
塚　

健
氏

②
テ
ー
マ
　「
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
よ
う
と

し
て
い
る
イ
ン
ス
リ
ン
治
療

戦
略
」

　
講
　
師
　
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
糖
尿
病
・
代
謝
・
内
分

泌
内
科

主
任
教
授

西
村　

理
明
氏

参
加
費
　
１
千
円
※
振
込
後
の
返
金
は
致
し
か
ね
ま
す
。

定
　
員
　
１
千
名

参
加
方
法
　
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は

　
　
　
　
　
協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
込
み

※
登
録
の
際
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、

キ
ャ
リ
ア
メ
ー
ル
（docom

o

等
）
で
は
な
く
、
Ｐ
Ｃ

やgm
ail

な
ど
の
ア
ド
レ
ス
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※
登
録
完
了
後
に
自
動
返
信
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場
合

は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
間
違
い
等
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
お
手
数
で
す
が
再
度
、
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

※
登
録
完
了
後
、
参
加
費
を
お
早
目
に
下
記
口
座
へ
お
振

込
み
く
だ
さ
い
。
通
信
欄
に「
事
前
登
録
者
の
氏
名（
複

数
の
場
合
は
全
員
分
）」
と
「
第
４１
回
糖
尿
病
セ
ミ
ナ

ー
参
加
費
」
と
記
載
し
、
振
込
人
名
（
＝
事
前
登
録
者

の
氏
名
）
の
前
に
「
４１
」
を
付
記
し
て
く
だ
さ
い
（【
例
】

振
込
人
名

：

４１
ホ
ケ
ン
イ

タ
ロ
ウ
）。
数
字
の
付
記

が
な
い
場
合
、
参
加
費
の
確
認
が
と
れ
な
い
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。

※
①
神
奈
川
糖
尿
病
療
養
指
導
士
認
定
・
更
新
の
た
め
の

研
修
会
（
２
単
位
）、
②
日
本
糖
尿
病
協
会
糖
尿
病
認

定
医
（
登
録
歯
科
医
）
取
得
の
た
め
の
講
習
会
、
③
日

医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ
「
７６
（
糖
尿
病
）」
１
・
５
単

位
【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参

照
）】。

※
Ｋ
Ｌ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
認
定
機
構
の
規
定
変
更
に
よ
り
、
第
４１
回

セ
ミ
ナ
ー
か
ら
単
位
数
が
２
単
位
と
な
り
ま
し
た
。
予

め
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
参
加
証
は
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
１
週
間
後
を
目
安
に
メ
ー

ル
で
ご
送
付
予
定
で
す
。

※
日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士
認
定
・
更
新
は
、
今
回
は
認

定
対
象
外
で
す
。

※
原
則
、
遅
刻
・
早
退
さ
れ
た
場
合
は
、
参
加
証
の
デ
ー

タ
配
布
は
致
し
か
ね
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

共
　
催
　
神
奈
川
県
保
険
医
協
会
／
ノ
ボ
ノ
ル
デ
ィ
ス
ク

フ
ァ
ー
マ
㈱

お
申
込
み
　
研
究
部

2月10日　
～2月17日

２
月
１０
日
（
月
）

総
務
部
会
１９
時
３０
分
。

２
月
１１
日
（
火
・
祝
）

糖
尿
病
セ
ミ
ナ
ー
１３
時
。

２
月
１２
日
（
水
）

県
央
支
部
研
究
会
１９
時
３０

分
。
学
術
部
会
１９
時
３０
分
。

歯
科
研
究
部
会
１９
時
３０
分
。

２
月
１３
日
（
木
）

第
２８
回
理
事
会
１９
時
３０
分
。

２
月
１４
日
（
金
）

地
域
医
療
学
習
会
１９
時
３０

分
。
新
聞
部
会
１９
時
３０
分
。

２
月
１５
日
（
土
）

確
定
申
告
個
別
相
談
会
１４
時
。

２
月
１６
日
（
日
）

歯
科
新
規
指
定
医
講
習
会
９

時
３０
分
。

２
月
１７
日
（
月
）

政
策
部
会
１９
時
３０
分
。
新
聞

編
集
会
議
１９
時
。

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※《
重
要
》神
奈
川
県
医
師
会
の
要
請
に
よ
り
、日
医
生
涯
教
育
講
座（
Ｃ
Ｃ
）の
単
位

取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、①
医
籍
登
録
番
号
、②（
医
師
会
会
員
の
場
合
は
）所
属

郡
市
医
師
会
名
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す（
２５
年
２
月
よ
り
変
更
）。未
入
力
・
入

力
間
違
い
等
不
備
が
あ
る
場
合
、単
位
を
取
得
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い（
恐
れ
入
り
ま
す
が
、当
会
は
一
切
の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
）。な
お
、会

場
参
加
の
場
合
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
時
に
所
定
の
欄
に
ご
記
載
く
だ
さ
い
。

2月20日(木)午後7時30分～ 2月20日(木)午後7時30分～

相

模

原

支

部

研

究

会

と
こ
ろ
　
プ
ロ
ミ
テ
ィ
ふ
ち
の
べ
（
Ａ
会
議
室
）・

Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
神
経
発
達
症
の
こ
ど
も

と
家
族
支
援
」

講
　
師
　
医
）
お
ぐ
ち
・
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

小
口　

弘
毅
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
プ
ロ
ミ
テ
ィ
ふ
ち
の
べ

：

定
員
３０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
相
模
原
支
部

医

療

情

報

講

演

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
昨
今
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
実
態

と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
」

講
　
師
　
横
浜
国
立
大
学

大
学
院
環
境
情
報
研
究
院   

社
会
環
境
と
情
報
部
門

　
　
　
　
教
授

吉
岡　

克
成
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
８０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
医
療
情
報
部
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